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■市民ホール実施設計の概要 

大ホール 多様な演目に対応できる多目的ホール  

・客席数 1103席 ・楽屋 6室 

・舞台寸法8×8間（14.4ｍ×14.4ｍ） 

・オーケストラピットを設置 

小ホール 主に市民の使用 

 大ホールのリハーサル 平土間利用可 

・客席数 296席（可動席を含む） ・楽屋 ３室 

・舞台寸法 6×5間（10.8ｍ×9.0ｍ） 

３,３２２,７３９円 
情報公開の第一歩 政治資金を見えるようにします。 

印刷代(月刊武松印刷代)       ６４２,４３６円 

交通費(駐車場、燃料代)       ４５８,９５３円 

会場費（議会報告会）        ２１,４００円 

通信費(携帯・折込・郵送代)   ２,１９９,９５０円   

支出計 15/3/2～19/2/28         ３,３２２,７３９円 

           

４年間の支出(図書､備品、慶弔、飲食除く) 

市民ホール実施設計まとまる市民ホール実施設計まとまる市民ホール実施設計まとまる   
大ホール大ホール大ホール110311031103席・小ホール席・小ホール席・小ホール296296296席席席ororor平土間・ギャラリー平土間・ギャラリー平土間・ギャラリー213213213㎡㎡㎡         

ギャラリー 平面作品だけでなく、多様な表現を持

つ現代の芸術作品、立体作品の展示に対応 

•面積 212.7㎡ ・有効天井高 4.0ｍ 

•有効展示長 最大140.6ｍ 
 他ギャラリー回廊と小ホール平土間の合計296.3m   

創造系 中スタジオ １室 小スタジオ 3室  

交流系 オープンロビー、情報コーナー、カフェ等 
 

■建設費 60億2640万円（観光交流センター除く） 

横浜地方裁判所小田原支部 

小田原簡易裁判所 

観光交流センター 

にぎわい広場 

大ホール 
小ホール 

オープンロビー 

ギャラリー 

１階ギャラリー回廊 
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駅頭配布２０年！ 

武松忠議会報告会 

・３月の議会報告会は、都合により中止します。 

・４月と５月の月刊武松発行配布は、選挙公示期間とその後の事務処理の為  

 行いません。 

・再当選すれば６月から月刊武松発行配布を再開します。 
   

HP     twitter  facebook                Instagram 

                                                                                              

今期のまとめ 
４年間の活動や出来事をまとめてみます。 
 

■月刊武松発行  

 第151-181号の３１号発行（計56.6万部） 
 

■月刊武松駅頭配布 

 ３１号×9日/月＝279日  
 

■４年間の主な出来事 

２０１５年度 

・市議会議長就任（任期２年） 

・小田原市斎場PFI事業者募集手続き一部延期 

 →工期等延長し募集 

・小田原城耐震工事 総事業費：約9億9000万円  

 耐震壁等設置、スリット（切り込み）加工  

 屋根補修、外壁全面塗装、  

 機械設備工事、電気（空調）設備工事、  

 展示制作設置業務(摩利支天空間再現業務含む）他 

・芸術文化創造センター入札不調 

 予定価格 72億9748万6560円（税込み）  

 入札価格 93億8844万円（税込み）  

 入札結果 不調（予定価格超過）  

  中堅ゼネコン1社による不落、約21億円の予定 

 価格超過となる。 

・小田原駅東口の開発進む 

 11/19 小田原駅東口駐車場オープン 

 11/28 市民交流センターUMECOオープン 

 11/27 トザンイーストオープン 

・芸術文化創造センター今後の整備方針探る 

 市場調査から、事業提案（設計・施工一括発注方 

 式）を軸に、整備の可能性を探る。 
 

２０１６年度 

・市議会県西地域のあり方に関する調査特別委員会 

 6/28 設置 

・小田原市・南足柄市「中心市のあり方」に関する  

 任意協議会の設置（10月） 

・市民ホールに名称変更 

 機能と規模を限定、建設費を圧縮。 

 建設費：63億円程度  

 整備手法：事業提案（設計・施工一括発注方式）  
 

２０１７年度 

・小田原市斎場建設工事着手 

・市議会議長退任 

・小田原市・南足柄市「中心市のあり方」に関する  

 任意協議会 

  協議結果に基づいて合併を推進することが望ま  

 しいとまとめ、協議を終了。 

・南足柄市長が合併見送り  

 南足柄市加藤市長が12/1の本会議で合併を見送 

 ると答弁。 

・両市長が合併見送りを表明 
 

２０１８年度 

・中核市への移行を見送り 

 小田原市加藤市長が施政方針で見送ると表明 

・人口減少が進む 

・支所等住民窓口の再編 １６ヶ所⇒５ヶ所 

 併設の生涯学習センター分館等も廃止  

・市立病院再整備の検討進む  

 事業費：最大225億円 2024年供用開始  

・小中学校普通教室にエアコン  

 2019/7から 事業予算21億9927万円  

・市民の火葬料が有料に  

 新斎場供用開始の2019/7から１.２万円に 

・市民ホール 工事請負契約の締結 
 

 今期を振り返ると、一番の課題は、南足柄市との

合併協議関係でした。私も協議の途中から合併反対

の立場を明確にし、結果的に合併と中核市移行を見

送りにすることが出来ました。 

 来期の最大の課題は、市立病院再整備です。現地

再建できるか否かで事業費と工期が大きく変わって

きます。また入札不調を起こさないように整備手法

を決めていかなければなりません。 


